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被推薦 者の 田中,笛 木,北 澤氏 らは10年 ほ ど前 よ りセ ラミ ックスの超伝 導性の特異性 に着 目し,そ の超伝導

機構 の解 明 を目指 した研 究 を精力的 に開始 した.そ の主た る成果 は,酸 化物 超伝導体 の伝導電子濃 度が異例 に低

く,BCS機 構か らの推測 によ ると臨界温度 は高 くな らない と予想 され るに もかかわ らず,異 例 に強い電子一格子

相互作 用のた めに超伝導性 が発現す るこ との指摘で あった.こ の指摘 を契機に我が国及び米 国,ド イツ国,ソ 連

邦,中 国な どで酸化物超伝 導体の研究熱 が4～5年 前 よ り急速 に高 ま り,学 会で もセ ッシ ョンが構成 され るまで

に至 っていた.

この ような情況 の中で,1986年 ベ ドノル ツ とミュー ラーの 銅 を含 む酸 化物 での 過去最高 の臨界温度の発見 が

伝 え られた.こ の報告 は,し ば ら く注 目 され る ことがなか ったが,田 中氏 らは この物質系 の高温 超伝導性 を確立

する とともに,超 伝導性物 質の構造 を明 らかにす ることによ り,一 躍世 界の研究者 の注 目を集 め るこ と と な っ

た.更 に同氏 らは,同 様 な物質系 で更 に数度 以上 も臨界温度の高 い物質 を発見 し,そ の後 の新超伝 導物質探索 の

端緒 を開いた.

一方,田 中氏 らは この高 臨界温度超伝導体 の電子構造の解明 がその高臨界温度の起源 を探 る うえで最重要の課

題 であ るとして,そ の特異性 の解 明に努 めた.そ の手法 は元素 の組成 比や酸 素 の化学量論 比を変 化 させ るなどの

化学的 な手法 と,電 気的,磁 気 的,光 学的 な物 理的測定手法 を用 いた もので,そ の後 の酸 化物 超伝導体の物性研

究 の標準 的手法 となってい る.こ れ によって,銅 と酸素 の作 る2次 元 層の重 要性,電 子間 の クー ロン反挽力 の例

外 的に強い効果,低 いキ ャリア濃度 な ど,電 子構造の重要 なポイ ン トを世界 に先駆 けて示 した.

更 に超伝導 材料 としての観 点か ら,粒 界 の電気 的障壁が臨界電流 の最 大の阻害要因 である ことを早 くか ら指摘

し,そ の障壁の生成要因 に関す る研究 を通 じて,空 気中の微量水分 の影響や炭酸 ガスの効果 を見出す な ど,材 料

性能 の向上に寄与 した.

以上 の ように,田 中氏 らの業績 は,長 期 にわた るセラ ミックス超伝導 体の基礎的研究 の結 果,つ い に科学史 に

残 る大 発見8端 緒 を開き,そ の後 の発展 の原動 力 となった もので超伝導 の科 学 ・技術 の進歩 に貢献す る ところが

極 めて大 きい.よ って 日本 セラ ミックス大賞 の受賞 に十分値す る もの として ここに推薦 する.

(2)




